
Titus Andronicusにおける悪と悪人たち
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Mutsuo NAKAMURA: Evil and Villains in Titus Audronicus
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
πf。、孟吻。燃，はSh。k。，p…eの欄，であるかそi・とも他のイ稼の作品に彼力難齢1え

t。ll・11であるかといつ燗題｝縦来論ぜられてき燗題であつて・いまだに瀧臆繍を弥

い．
謔､である．。。劇ま、593－・年に讐｝・かれたもので捌・・J・M・M・xw・llなどは1585～9°年

頃、。無れたであろうとさ活つてVるのであるから・ともかくもSh・k・・pea「eに［辮のあ

る最初の悲劇とみて間違いがなさそうである。

。の劇は翻と融すにllrk余りに燃であつて，鱗1・虐殺や処刑の多い流1鯵董剛及つた

劇で，悲劇と、・うよりは・cr・d・m・1・d・ama’と一般に誘平されている・J・　D°vev　Wils° oは・

　　　1。、h。，t　th。　p1。y。ffers・th…u・、．1・bill・f　f・・e・m・ti・・1ess　m・lig・i・y，・・ntinual

b！。。d　l。tti。g，。。d　a　re1・ntless・・u・t・ined　assault・p・n　th・t・・r－d・・ts°f　spectat°「s’°’

．…，…．

撃?B。t　the　c，。d。，、。f　it、　ki。d，　it　i・less　h・m・9・n・…i・・ty1・a・d・am・hack！e

i。、t，u。ture　th。n　m。，，，　whi1・it・i1・cid・nt・a・e・f・・n　m・・ely・b・u・d・（The　New

Shakespeare，　Titus／1π〃o卿o％s，　Introd・，X）

と訊ている．。の課でも明らカ・嫌に，いかにSh・k・・p・・reの耀1・献の最初の蒲11と

しても，彼のイ協として瞭り1・槻末すぎる．そこでWil…1ま簿な舳をあげて・この

悲鄭元来G。。，g。　Peel・の隅だつたも・・にSh・ke・p・areが継に証磯翻峯・斯

撫胤ど原作のままで，御1購にはかなり徹底的な慨が加わつている劇だと論じてい

る。

吾。はWi1、。。の説を認めること・・する．さてSh・k・・p…eがどの1紘醸でGe°「ge

Pee1。の原作に修、Eの筆を力nえたのであろうか．こ酬｝趣に対してWi1・・nは‘Y°u　can　see

him　l。。ghi。g　b。hi。d　hi・hq．・d・h…gh　m・…f・he　sce…he　reh・ndles・’（°P・　cit・・

Introd，，1i）と答えている。

彼によれば・の劇にはSh・k・・p・a・e轍1乍瞳・Ptドラマチ・ク媚糊1！・勺越勲紛

に加味させている・とになる．従つて・の劇曜駄伽の」葭大の出耕えであ饗人Aa㌍n

猷も・。h。m。，。。，　vill・i・，と・・う・とになる。彼の散は1疋来批喬稼がこの悪人の本擢1を

余りに真耐・考えすぎ燥め・・涜分闘腋きなかつたのであると主張している（°ρ肥

1。t．。Cl．　t　I。ii－1。iii）．しかしSh・ke・p…e碑」繊として極めて繍鰍棚月の修正1膵で

あるので，滑稽腰勲多分に含むにしても，彼の徽は極め領剣1・悲劇を悩うとしてい

たものと容易に推察できる。Maxwellの言葉に耳を貸すならば，
　　　Y。t　l、。。。。t　feel　th。t・il・　it・b…d・・tli…撫・・i…ythi・g　b・t　a　t「agedy

i。i。t。。ti。。＿＿．B。t　j。dg，d　by　th・・t・・d・・d・f　it・・w・d・y，・・t　th・・e・f　Shakespe一
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are’s　maturity，　it　is　well－planned　play……we　can　believe　Shakespeare　tG　have　written

seriously．（The　Arden　Shakespeare，　Titzas　Androni・cus，　Introd．，　xliii）

と云うことになる。吾々はこの劇をWilsonの様に一種の戯画的なものと見倣さず，極めて未

熟粗雑な劇ではあるが，Shakespeareの悲劇大成への出発点をなす作品と考えるのが至当で

はないだろうか。実際にこの劇には彼の偉大な悲劇の繭芽とも見倣し得るものが多分に含玄れ

ており，特に彼の中期の悲劇を形成する主要要素の一つである悪および悪人達の原型が極めて

明瞭にこの悲劇のうちに見出されるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　この悲劇の構造や悪人達の行動をみるために梗概を簡単に述べることにする。

　第一幕・第一場。皇位継承をめぐつて皇子のSaturninusとその弟の皇子のBassianusとは

それぞれの一味を従えて元老や護民官逮の前で皇簾を争う。　護民官の一人であるMarcus

Andronicusはその兄であるTitus　Andronicusが長孟1三にわたるゴート人征服の戦争によるロ

ーマへの偉大な功績によつてF一マ人民から皇帝の候補者として選ばれたと告げ，兄弟の皇子

達に平和手段によつて皇帝を決定すべきであると納得させ，それぞれの徒党を解散させる。

Titusがゴート人征伐から凱旋し・ゴートのヨ三妃Tamora，その獄．人の王子，ムーア人Aaron

などを捕虜として連行してくる。Titusは25人もあつた息子達を4人を除いてすべてこの炎い

戦争のために戦死させてしまつたのである。今もまた一人の戦死した息子の梱を廟に葬るたy）

に運ばせてくる。彼の生き残つた息子のLuciUSがゴートの捕虜の一人をもらい，その四肢を

切断してその肉を廟の前に積み重ねた焚火で火あぶりにして，戦没した兄弟達に捧げてその霊

を慰め，凶事の起らないようにしたいとTitusに願う。Titusは王妃Tamoraの哀願にもか

かわらず宗教上の理由で長子の王子であるAlarbusをLuciusに与え，．【1子をTitusの四人

の息子達は連れ去る。Tamoraは残つた王子達ChironやDemetriusとその残酷さを嘆き，

復讐を決意する。Titusの息子達がや力宝て再び来て，とどこお’ 閧ﾈくAlarbusを犠牲にする
儀式をすませたので枢の弟を廟に葬れば万事が済むと報告する。TitUSは戦没した息干達に告

別の辞を述べる・ひと微のLavini・がきて父親のTitu・を迎え，1現子は互の無・陛喜ぶ。

Marcus・他の護民官達，其他の人々が来て，　Titus達を迎える。　Marcusはlt　一一マの一般人

民が皇帝の候儲としてTit・・を指名したので，脚・Pし渇ヒ・i｝の皇子達と共に皇帝胤：櫛il

せよと云う。Titusは老齢を理由に辞退し，長子の磨子Sattlrninusを皇帝として推薦する。

そこで彼が皇帝と決定され，宣雷される。SaturninusはTitusに感謝し報恩としてTitus

の娘のLaviniaを皇妃にすると申込む。　Titus大いに寓んでそれを受け納れ，劒，戦車，お

よびゴート戦からの捕虜1垂を新皇帝に献上する。　皇帝Saturninusは特にゴート女三1三の捕虜

Tamoraが気に入り・捕虜達を自由な身にしてやる。ところが弟の皇子BassianusがLavinia

は彼の講であるから彼の．ものノごといい，Ti…の息樋」力けられて徽髄れて逃れ蝸。

Titusは頑迷にも・新皇帝への忠誠を破つたとして大いに怒り，彼等を捕えようと後を追：i）。

彼等を庇う息子のMutiusを殺す。その闇にSaturninusはTarnoraにすつかり惚れこみ，

Titusのために彼がロ　一一マの笑いものにされたと云つてTitusを辱しめ，謀叛人と呼び，

Tamo「aを皇妃にすると宣言し，結婚式をあげる。　MarcusやTitusの息子達は父親に殺さ

れたMutiusを廟に葬ることをTitusに坐して切願して辛うじて許される。　Marcusは

Tam°「aが襯帝の気に却）となり，かく駿然玉の輿に乗つて皇妃となつたこと翻る。
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やがてBassianusはLaviniaと共に皇帝の許に来て，　Li・　viniaについて彼のとつた行動を弁

明し，皇帝にTitusへの誤解をとくようにと訴える。　Titusは彼のために釈明するのは⊥Lめ

てくれと頑固にもBassianusに云う。皇妃となつたTamoraはTitusに親切らしく見せかけ・

同時にTitus－一一一族を亡ぼしてやる決意を皇帝に耳うちし，彼女に任せろと云い・悪智恵を授

けて皇帝にTit。、に親切1・r，しく振細・せる．そしてTit・・へ・）復讐を秘かに皇帝に述べる・

Titusは皇帝や、駿妃の真意に気付かず，彼等の見せかけの親切を真実なものと信じて感謝する。

皆の者もTamoraのとりなしによつて皇帝の許しを得たものと信ずる。皇帝は皆の者を許し

たかの様に振舞い，Laviniaを始め彼女の友達をも客人として宮廷に招待する。　Titusはぞう

したことの返礼として皇帯や皇妃を翌日の狩りに招待する。

第二幕，第一場．ムーア人のAar・・は黒人で鰍の射であつたのであるが，実1；祭は皇妃

になつたTamoraの情夫である。皇妃とは情欲をほしいままにし，皇帝SaturninusとPt・一

マ帝国との破滅をはかつている皇妃をすつかり恋の虜としている自からの悪党振りに悦に入つ

ているところに，T。m。・・の，齢・達Chi…とD・m・t・i・・とカ・L・vini・に対する色欲のた

めに争いながら来る．彼鞘よついにA…1・の前で剣を抜V・て相争う・A・…は1麟の争’いの

原国が知れわたることを恐れる。彼等二人はそんなことにかまわず，どうしてもLaviniaを

手に入れるのだと云う。そこでAaronは喧嘩をするよりも共謀して望みを果すべきで・La’

。i。i。は非常に貞操の堅レ・女であるから，瀧かに迫つた狩りの際に・林のt’1，iで悪事を働くに

適当な場所へ連れて行き，訊で1・綴するのがいいし・そのことを皇妃とも繍炎してよい禰こ

を拝借しようと＝人を翻・f磁する。第二場．狩りの日の早朝・Tit・・と彼の三人の息縫

とMarcusとが狩りの手筈を種々整えている。　Titusは咋夜悩まされて安眠できず・朝にな

つてようやく気分がよくなつたという。其処へ皇帝，皇妃，その息子選，BassianusとLa”

vinia，および従者達が来て，猟犬の吠える声や角笛の鳴り響くうちに狩りへと皆の者は出発

する．第3場．A・・Q・が独りで木の’1・に金を埋めている・皇妃のT・m…が単独できて彼に

愛の諜齢く．しかしA…1・・eま舶・そは徽の息子達が皇弟のBassi・nusを殺し・

Laviniaを凌辱してその手や舌を切る計画であるという。一通の手紙を彼女に渡し，これは

命を取る計略の手紙であるから，皇早菅に渡せと云う．Bassi・n・・とL・vi1・i・と蘇る・Aa「°n

はT。m。raに彼等に喧・嘩をふきかけうと云い，彼女の蔀二選を連れてくると云つて去る・そ

。で皇妃は言戴をとらえてBassianu・とL・vi・i・とを相手に喧嘩をする・この二人瞳妃

とA。，。。の舩を皇帝に告げてやると云う．皇妃の息継Chi・。1・とD・m・t・iusとが来

る．T。m。，aは息腿にこの二人が徽を・の様なひどい棚〒に連li’vてきて・辱かし購し

めて殺そうとしているのだと鄭嘘をv・き，この復讐をしろと騰をけしf・’xける・鵬は，

Bassianusを殺す。　Laviniaの哀願や辱しめられるよりは即座に殺してくれという切願をもき

かず，e．1、己は息子達にBassi・…の死骸をA・…の指示して置い燃の1，：bに投げこんで隠さ

せてから，L。vi。i・を凌辱さ一せるために鵬に連れ去馳る・劉己もA・…観1寸けようと

云つて去る．その後にA・…カ・豹の眠つてV・る穴を見付けたと云つてTit・・の肝達の

MartiusとQuintusとを連れてくる。　Martiusはその穴に落ちて・Bassianusの死体を発見

する．その閥にA…nは皇髄連オ・てきて鱗がBassi・n・・を殺したと思い込ましてやろうど

云つて去る．Q。i。tu・はM・・ti・・を引き挙げようとして彼もまプ・穴の刺・落駅しまう・皇

靴A。，。。と錬る．Ti…の，Xtr－tsHはBassi・・u・が死体となつて穴のF」ilに・’ること叡

の，1、iから皇帝に酷する．　T・m・・a，　Tit・・，およびLu・iu・蘇る・T・m・raは遅過ぎたと



338　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維学部研究報告　第10号

云つてAaronからさきに渡された手紙を皇帝に手渡す。その手紙にはTitusの二人の息子違が

猟師とはかつてBassianusを殺す計画が書いてあり，手紙の文面通り猟師への報酬の金が木の

下に埋められていたとAaronが自からが隠しておいた金を掘り出す。皇帝はBassianusを殺

害しのはTitusの息子達であると断定し，彼等を思う存分拷問にかけて死刑にしてやると云

う。Titusは罪状が立証されるまで彼を保証人として保釈してくれと塁帝に切願するが，皇帝

は罪状は明白で，この手紙を拾つたのもTitusではないかと云つて聞き入れない。　Tamoraは

親り］を装つて，皇帝にとくとお願するから息子達のことは心配しないようにとTitusにいう。

第四場。Tamoraの息子達はLaviniaを輪姦した後，悪事が発覚せぬように彼女の両手を切

断し，舌をも切つて連れてくる。家へ帰つて誰が悪事をしたか告げることが川来るなら告げる

がいいと云つて嘲笑して去る。Marcusが狩りから来て，　Laviniaを見て驚き，誰が彼女をこ

の様なひどいめにあわせたかと轟ねても彼女は答えることができない。Marcusは悲しみなが

らLaviniaをTitusの許へと連れ去る。

　第三幕，第一場。Titusの二入の息子達は刑場へと連れて行かれる。　Titusは地に伏して涙

を流して彼等の助命を歎願するが，誰も彼に耳を借せる者がない。彼の長子のLuciUSが剣を

抜いて登場し，訴えることの無益であることを父に説く。Titusは護民官達よりも石の方が情

があると嘆く。何故に剣を抜いて来たのかと父に尋ねられると，Luciusは兄弟を助けるため

に剣を抜いたのであるが，そのために裁判官達から国外への永久追放を雷い渡されたと答え

る。Titusはローマに溜るよりはその方が却つて幸であるという。　MarcusがLaviniaを連

れてくる。TitusとLuciusは彼女を見て驚き，誰がこの様な酷い暴行を力i1えたのかと怪しみ

極度に悲しむ。Aaronが来て，　MarcusかLuciusかTitusかがその手を切つて息子達の罪

の麟いとして皇帝に提出するならば，皇帝は彼等を助命してやる意向だと偽つて伝える。Titus

はそれを信じ，皇帝やAaronに感謝し，早速乎を切ろうとする。　MarcusもLuciusも自ら

の手を切ると云つて争う。MarcusとLuciusとに手を切る斧を取りにやらせた隙にTitusは

自らの手をAaronに切り落させてしまう。　MarcusとLuciusとが斧を携えて来た時にはす

でにその手をAaronに渡して皇帝に届けさせている。　Titusが彼の不幸を嘆いている所に息

子達二人の首と先程届けさせた手とを使者が持つて来て，臨帝達は彼の不幸をlllll笑い楽んでい

ると公つて彼に深く同情しながら，置いていく。Titus等は非常に嘆く。Titusはこの様な酷

いことをした者達への復讐を決意し，LuciuSに直にゴート人の許に行き，兵を挙げるように

と命ずる。TitusとMarcusとは首を一つずつ携え，　Laviniaは手を口に衝えて立ち去る。

Luciusは悲しく三人を見送り，　ローマ人と，晃帝とに必ず復讐と云いながら去る。　第二場。

TitusはMarcus，　Lavinia，およびLuciusの小さい息予と食事をしている。　Titusは悲し

さの余り肉からの胸を激しく叩く。Laviniaは悲しみを表わす手も雷もなく，唯泣くばかり。

子供も泣く。Marcusは皿にとまつた蝿をナイフで打ち殺す。それを見てTittlsは罪なき蝿を

殺したと云つて立腹するgMarcusは皇妃の情夫のムー一ア人Aaronの様な黒く醜い蝿だから

殺したのだと謝罪する。”Titusは立腰して叱つたことを詑びる。　MarcusはTitusが悲しみ
のために気が変になつたのだという。Titusは悲しいYi　a，）』 ｨ語を読むためにLaviniaと干供
とを連れて去る。

　第四幕，ng－一場。　Laviniaが本を小脇にかかえて逃げるLuciusの子供を追い揖けてくる。

子供は助けをTitusとMarcusとに求める。彼等は叔母を恐れる’以・要：がないと云うが，子供

は叔母は悲しみのために気が狂つたのだろうと云う。Laviniaは一・冊の木を見たがつて手のな
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、、腕でしきりに合図をする．その一Wt・・idのM…m・rPh・・煙ある・そし騨碩蟹つ

てPhi1。m，1の物語の書・・あ・箇処を赫・T・…とMarcu・とは彼タがPhi1°me1？様に

旛され，騨しなL・・よ獅1可手と舌と醐られたのだ2・’・nる・L・V’”’aは杖を騰凝て，

腕で砂の」、に犯人C・i…とD・m…iu・との鱗・く・・M・rcu・は復讐とし懲等鯉と

去う．Ti、。、は樋にやれと云う．そしてL・・i・・の子供に端圃・・りて武装させてやる

から，犯燵に脚物を脚てくれと云う・Tit・・はこれから宮廷に乗込んで威張つてやる・

。んど。そはただで麟まさせぬぞと云いな・b・・”ら，子供とL・vi・i・を連れて去る・Ma「cusは

気の狂つた兄のTi…を天麟み，彼にftつて復讐してくれることを祈りつつ醐する・第

のH。，aceの瀞噸iに繋散ら・た紙がN・いている・A…nlまTltu dCh’「°些Del
m。，，i。、との1騨を嗅ぎつけた・とを矢Hる．しかし皇妃の肝翻それに鮒麓い・・L野

変嬬謙饗鴛濫留錦雛A盤欝綴　1臨
けさせたのである．皇妃の肝達梶女己とA・…との悪事が翻して鱗全体の囎になる

響撫㌶繕贈撫す慧講難ぞ艶鶴雛
の白い赤ん坊撚んだばかりの者が1吾るからその赤勘を替え玉として親1こ届け堺母磐

璽舞器醗雛難」雲灘説る幽騨艦
頓の猟と思、・，Marc・・，その子のP・bli・・，　Lu・i・・の息子洞方笑のS・mp「°nius・　Caius・

V薦。，・。蒔醐・付添つてv・・．Ti…は礒の・如・剛・めて歩きまわり，聴の女辛轡也

上に派遣して邪悪額すよう1・と赴の神・へ・獺女端き・それを知・結び付けて天にliilつ

て盛に射る．ま鮒添いの灘・謝させる．Marcu・鮨の者にそうし嵌を宮廷に射込ま

せる．期へ道化の田舗鵬を二羽翻臣・・入れて来る・Ti…は囎者を天からの麟と思い

．ヒして正式に禰するようにと駄それ麟んだら皇帝カミ何と云つたかを彼に齢しろ誘

う調舗槽の都退場する．第四場．皇帝はT・…等酬つた矢を手にして早妃と塑
齢達と共に来る．皇龍Ti・u・の天」・に向つて礒の・刻・　批上に降下させるよ・1三との祈

願文に大いに蝦・て…。彼を醐刑罰にしてやるといきまく・Tam°「a睦鰐1tu號

11鰍麟薯難そTil鑓讐欝二膿灘論難
に恕つて直ちに田舗を連れて・・つ徽酬にしろと云う・・んな無靴な手紙轄いた卿
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を勇気付け，彼女が行つて，甘言を用いてTitUSを籠絡し，彼の邸宅でLuciUSと談判を開

くように取計らい，Aemiliusを使者に立ててその旨をLuciusに伝えさせ，　Titusの邸宅で

談判1；1－1にゴート軍とLuciUSとの闇を離闇させてやるから安心しているようにと皇帝に云う。

　第五幕，第一場。LuciUSがゴートの大軍を率いて進軍して来る。　l　t－Ktから皇帝を憎みゴ

ー】・軍を歓迎する旨の乎紙が来たとゴート軍の諸侯に伝える。諸侠はLuciusに忠誠を誓い，

ゴー1・人を裏切つた彼等の女王であつたTamoraに復讐をしてやるという。其処へ一人のゴ

ート人が赤ん坊を抱いたAaronを捕えて来て，彼を捕えるに至つた状況を説明する。　Lucius

がTamoraとの不義の子を何処へ・連れて行こうとしていたのかと糺しても，　Aaronは黙して

答えない。Luciusは彼とその子との首を縄で括つて木に吊せと命ずる。　Aaronは赤ん坊の命

だけは助けてくれ，そうすれば殺人，強姦，虐殺，其他種々なる悪事を白状するという。つい

にAaronは子供の命を助けるばかりでなく育てることまでも誓欝させてからLuciusに彼の

本性を暴露して今迄にしてきた悪事をことごとく得意然として物語り，更に更に悪事を璽ねる

ことが出来なくなつたことが残念だと澱う。Luciusは絞首刑はAaronの様な悪党には過ぎ

ものだから，もつと拷問にかけて苫しめて殺してやると云つて縄を彼の酋から解かせる。其処

へAemiliusが使者としてきて，皇帝がTitusの邸宅でLuciusと談判をしたいという旨を

伝える。Lucius等はPt　一一マをめざして進軍する。第二場。　Tamoraは復讐の女神に変装して

二人の息子を連れて，Titusを真の狂人と思い込んで彼の書斎に忍んでいく。Titusは皇妃で

あることに気付く。彼女はTitusの敵に復讐してやるために地獄から来た復讐の神であると

彼に僑じさせようとする。Titusはその様に信じた振りをする。皇帝がLuciusとTitusの

邸宅で宴会をしている間にゴート人達を追散らすか，彼等とLuciusとを離間させることを閏

論み，皇妃はTitusにLuciusを彼の邸宅に呼びよさせようとする。　TitusはMarcusを呼

び，LuciuSとゴート軍の諸侯とを邸宅に来て皇帝等と宴会するようにと伝えさせる。皇妃が

息子達を連れて去ろうとすると，皇㌍等の計略の裏をかくために息子逮二人を後に残させる。

皇妃の去つた後償：ちにTitusはPubliusやCaiusやValelltine簿を呼び入れ，恩子達を縛

り上げるように命じて去る。息子達が堅く縛りあげられたll寺，　Tit曲はナイフを，　Laviniaは

水盤をそれぞれ持つて入つてくる。TitusはLavilliaの手のない腕に水盤を持たせ，　Chiron

とDemetriusとの喉をナイフで切り，その血を水盤に受けさせる。宴会には彼等の骨を粉に

して，その血で撞つてパイの外皮を作り，彼等の頭でパでを作り，彼等の母親のTamoraに

食わして報復してやるのだとTitusが云う。第三場。　Lucius，　Marcus，およびゴー一ト人達が

Aaronを捕虜にして来るが，　Luciusは皇妃の悪事の言ii三拠としてその面前に引き出すようにな

るまでAaronを連れ去つておくようにとゴート人達に命ずる。皇帝，皇妃がAeiniliusを従

えて，護民宮や其他の者達と登場する。皇帝SaturninusとLuciusとが直ちに言い争いを始

めようとするとMqrcusが両者を鎮め，先ずTitUsの献立になる宴会の準備が整つたから，

それを食つてから静かに論議をすることにしようと云う。Titusは料理人の恰好で入つてき，

Laviniaは顔にヴー＝・一一ルを掛けて来る。　Titusは皆の者に歓迎の言葉を述べ，御馳走を皆にす

すめる。皇帝はTitusの恰好を謁り，　Titusは皇帝皇妃をもてなすためだと答える。　Titusは

皇帝に昔Virginiusが凌辱を受けた自分の娘を殺したのは立派な行いかと尋ねる。皇帝は辱

しめを受けた娘は生き残るべきでなく，4三きてVirginiusの悲しみをいつも新たにすべきでな

いので立派な行いだと答える。するとTitusはLaviniaに恥辱と共に死に，死んで父親の悲

しみも彼女の恥辱も共になくせよと云つて彼女を殺す。皇帝は誰がLaviniaを辱しめたのかと
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Titusに問う。　Titusは料理を食えと云う。皇帝と同じ皇妃の問いに，　Titusは皇妃の息子達

のChironとDemetriusとがLavlniaを辱かしめたのだと容える。皇帝はその二人を連れ

てこいと云う。Titusは彼等二人は皇妃のうまそうに食つたパイの中に入つていると云つて，

皇妃Tamoraをナイフで刺し殺す。皇帝SaturninusはTitusを殺す。　Luciusは皇帝を殺

す。Luciusは彼の父親のTitusの悲劇の真相を皆の者に物語る。　MarcusはLuciusの言葉

が頁実であることの証拠としてTamoraとAaronとの不義の赤ん坊を示す。　Aemiliusの

動議によつて皆の者はLuciUSをローマ皇帝として戴くことに賛成し，彼をローマ皇帝と宣言

する。MarcusはAaronを連れてくるように従者をやる。　LuciusとMarcusとはTitusに

最後の別れの接吻をし，Luciusの息子の少年も祖父に最後の別れの接吻をする。　Aaronが従

者達に連れられて来る。Luciusはこうしたすべての犯罪の張本人であるAaronを首だけ地

上に出して生埋めにして，誰にも助けさせず，苦しめ殺すようにすることを命じ，またTam－

oraの死骸は葬らず，獣や鳥の餌食にするようにと云う。

3

　以上の梗概から悪人達の行動の概要がわかると思われるが，この悲劇の主要な起因をなして

いる彼等を個々に少しく論ずることにする。

　Aaroロはどの様な動機から悪事を働いたのであろうか。　この劇ではその動機は明瞭に表わ

されていない。ゴー一・・ト人の王女であつたが，Titusの捕虜としてローマに連行され，運よくP

一マ皇妃となつたTamoraは今や運命に左右されない高位についたので（］1．i・1－2），地上

の栄誉ある人々も，美徳の者逮も皆彼女の智恵の前に恐れおののいて仕えている（1工．i．10～11）。

ところがTa皿oraは彼に首つたけの情婦であり，皇帝Saturninusを魅了して，皇帝とその

国家との破滅を望んでいるのだから，そうした皇妃のli青夫にふさわしく行動する覚悟をしよう

とAaronは独白する（1［．i．12～24）。また皇妃Tamoraが悪事と復讐とのためにその智恵を

働かしているとAaronは承知している（lill．i・120～121）。

　Vengeance　is　in　my　heart，　death　in　my　hand，

　Blood　and　revenge　are　hammering　in　my　head．（皿．iii．　38・－39）

と如何にもAaronは復讐のために人を殺そうとしているのであるが，彼自身何のために復讐

しようとするのかその理由がない。以上あげたところがAaronの悪事を働いた動機と見れば

見られ得るが，あれ程の悪事をなす動機としては余りに貧弱と云わざるを得ない。更にまた色

欲によつて結ばれている皇妃TamoraがTitusのために殺された息子の復讐をなそうとして

いるのに荷担してTitusの一族の者を殺そうとするのが彼の悪事をなす動機とも考えられない

こともないが，果してそれが動機ならば皇帝の弟のBassianusを殺させる必要はない。』また

Tamoraのために情夫として身命を捧げて悪事を働いているとは決して云い得ない。　TamQra

との間に生れた不義の赤ん坊をTamoraや彼女の息子達に殺せと強いられても，彼等の破滅

をも顧みず断然それを拒絶して，‘My　mistress　is　my　mistτess；this　my　self；／The　Vigour

and　the　picture　of　my　youth．’（N．ii，106－107）と平然と云い，自らの子を救うために皇妃

Tamoraをも犠牲にしようとする。其故にAaronには悪事を働く真の動機が無いということ

になる。

　AarOnは悪事を働くこと自体を悦び，それが計画通りにいくのを楽しむのである。　Titus

の息子達のMartiusとQuintusとを陥れる計画で金を木の下に埋めながらする独白（II．
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iii，4～9），また皇妃から林の中で情事を楽しもうという誘いに対して，彼女の息子達にBassi－

anusを殺させ，　Laviniaを凌辱させ，殺人の罪をTitusの息子違にぬりつける手紙（皿．iii．

30－－so）のことの方が色事よりも大切で楽しいのである。またTitusを偽つて彼の息子達の命を

救うためだと云つてその手を切断させ（皿．i．・200－－205），彼の切つた手と共に息子達の首を届け

られてTitusが悲しむのをAaronは大いに悦び楽しむのである（班，i．　236’－238；V，i．　111－120）。

Aaronは全く悪事其物を働くことを悦び，他入を苦しめ不幸にすることを楽しむ，謂わば悪事

を悪事其物のためになす悪の芸術家とも云うべき悪人である。

　Aaronは怜1利で用心・深い悪人でもある。　Tameraの息子達ChironとDemetriusとが

Laviniaへの色欲のために互に争うのを制」Lする言葉（9．i．75－79），彼等に色惰を満す女F策

を授ける言葉（］1［．1．103－107），またそれを皇妃とも相談して悪計遂行に助言を求めさせる言

葉（1［．i．120～125），　Titusが彼等に武器を贈り，それにHoraceの詩を書いた紙の1寸いてい

るのを見て，Titusが彼等二人の悪事を嗅ぎつけたことを見抜く抜けElなさ（弧1．ii．25－36），

彼等の悪事遂行の場所の選定（il．i．126－131）とその一り］の準備計頂i，またTamoraとの不義

の赤ん坊であることの露顕を防ぐために乳母と産婆とを殺し，Mulyという彼と同じムーア人

の妻が色の由い赤ん坊を産んだのとTamoraの産んだ色の黒い赤ん坊とを前以つて取り替え

る手筈を整えていたこと（IV，ii，142－169）等は，　Aaronのsubtleな抜け目のない悪人である

ことを示すものである。

　この様にAaronは心の黒い悪人であるのと同様に彼の身休もムー・ア人であつて黒く，‘his

body’shue，／Spotted，　detested，　and　abominable．’（［［［．iii．73－74）である。彼の黒入で

あるのは邪悪な心の黒いのを反映しているのである。しかしながらAaronは黒い色の方が白

い色よりも優つていると主張するのである（N．ii．73～105）。

　この様な悪人でありながらAaronは彼の子に対する愛情は極端な程である。　Tamoraとの

闇に生れた彼の赤ん坊をその母親であるTamoraや彼女の息了・達や乳母などが殺せというと

大いに立腹する（W．ii．・63・－105）。そして世の中の一切のものよりもその子の方が大切であると

父親としての強烈な愛情を示す（N．iL　107～127）。窪たその子の将来にも夢を1持つている（W、

ii．173～181）。　Aaronが捕えられてLuciusに処刑される際にもその子の命を助けさせるばか

りでなく養育することすらもAaronはLucitlsに誓胃させるのである（V。　i。20～86）。

　悪人Aaronはどの様な人間であるだろうか。悪党のDemetriusの言葉でさえも彼は
‘hellish　do9’G＞．il．77）であり，‘so　foul　a　fiend’（V，　ii．79）である。　Luciusの言葉によれ

ば‘the　incarnate　devil’（V．i．40），‘barbarous　wall－ey’d　slave’（V．　i．　44），‘detestic　ble

villain’（V．i．94），‘barbarous　beastly　Villain’（V，i．97），‘Moor，　this　rave亘ous　tiger，　this

accursed　devi1’（V．lii．4～5），‘inhuman　do£，　unhallowed　slave’（V．iii．14）である。　Mar－

cusの言葉に依れば‘chief　architect　and　Plotter　of　these　woes’（V．　iiL　22）であり，

Aemiliusによれば‘this　execrable　wretch　that　hath　been　breeder　of　these　dire　evellts’

（V・iii・　177－178）である。｛以上の雷葉は皆Aaronの性質を表わす宵葉であるが，彼自からが

V．Lgo～144で懇事の一切を白状して，　Luciusに‘Art　thou　not　sorry　for　these　heinous

deeds？「（V．　i．　123）と「lllわれると，平然として　‘Ay，　that　I　had　llot　done　a　thousand

more．’ iV．i．124）　と答える。良心も道義心もある人闇とは全く思われない極悪人である。

Aaronは木の上でまさに首を絞めて殺されようとしている時にすら，‘If　there　be　devils，

would　I　were　a　devil，／To　live　and　burn　in　everlasting　fire，／So　that　I　might
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have　youl－company　in　he11／But　to　torment　you　witll　my　bitter　tongue．’（V．i．147

～150）とうそぶく救えなき康胆な悪魔の権化ともいうべき人間である。彼の最後の言葉は，

　Iam　no　baby，1，　that　with　base　prayers

　Ishould　repent　the　evils　I　have　done；

　Ten　thousand　worse　than　ever　yet　I　did

　Would　I　perform，　if　I　might　have　my　wi11．

　If　one　good　deed　in　all　my　life　I　did

　Ido　repent　it　from　my　very　soul．（V．iii・　185－・190）

であつて，Aaronは無宗教で，善ll生が全くなく，唯悪事を重ねることに生き，生き甲斐を感

じている徹底した悪党である。

　以上述べた所がこの劇のtextから底解主義的に観察したAaronであつて，彼は第二幕か

ら活動を始め，第一幕では全然何もしていないことからみて，Shakespeareの筆になる悪人で

あるか，或はShakespeareが徹底lll勺な修正加筆を施して作りあげた人物であることには聞違

いがないようである。そしてこの悲劇での最も傑出した登場人物である。しかしながらAaron

を悪魔として吾々が解するならば了解がいくのであるが，全然人間性のないAaronを人闘と

して解するには極めて困難を感ずる。従つてAaronをShakespeareが修業時f随に描いた拙

劣な人物と評価するようになりがちである。そしてこの劇其物も拙劣なShakespeareのf乍品

らしくない極めて拙劣なメlrドラマと評定したくなる。しかし吾々は一概にその様に断定する

のは危険であり，従来この悲劇の芝居として上演されて来た人気とも相反するのである。

　しからばこのAaronという悪人を如f町に解したならば正しい解釈となるだろうか。悪その

ものを歓び，何等の動機なく他人を不幸に陥れたり，蜜た他人の不運を歓ぶ様な人物は確かに

人間の中に居る。吾々は善人を装つた，しかもこうした悪心を蔵している人間をEl常吾々の順1

囲に見るのである。しかしそうした人間の心の奥には所謂劣等感が潜んでいて，それに支配さ

れながら自己を主張する場合に嫉妬とか羨望とか虚栄とかになり，しかもそれらが無意識的）1犬

態で心に存在している場・禽にしばしばそれらが他人の不幸を計り歓ぶ悪心へと変質する。其故

にAarGnは白人の中に生活するムーア人という黒人としての劣等感から動機のない悪事を働

くことに悦びを見出しているのだとも解される。突際においてTamoraとの不義の赤ん坊が

黒人であつたから殺せというのに対しての彼の反抗は（］V．iL　65～72；89～103；116～120）こうし

た劣等感がAaronの心の裡に潜在していることを示す。しかしこのことからのみでAaron

の超入間的な悪心をll兇明することは出来ない。

　其処で吾々は歴史主義11｛勺な観点に立つて悪人Aaronの本体を解決することを試みなければ

ならない。エリザベス朝は英園におけるルネサンスの最盛期であり，あらゆるものが人間中心

の思想によつて人間化された時代であつた。演劇もまた人闇化されたと見ることが出来る。従

つて英國に15～16－lll二紀に流行したmorality　playも入闇化され，古典劇の影響を受けて，エリ

ザベス朝の演劇として再生されたのである。其故にmorality　playに現われる悪の象徴であ

るviceにも人開化が行われ，それが二分化してvillainとfoo1とに変質したのである。

Aaronはviceの人間的な肉firがいまだ不完全な所が少しくあり，多少生硬な所のあるもので

あると解することが出来る。この様に解するならばこの劇のAaronの木体がよく了解でき，

またWilsonの‘humorous　villain’の一面も理角i｛できるのである。　Bernard　Spivackがそ

の著書Shaleespeare　aozd　the　Allegory　o／Evilで説く様にAaronはShakespeareのf乍1冒1
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に現われる入物，Don　John，　Richard皿，およびIagoと同一系譜に属し，　morality　play

に現われるViceに人間的性格を附与したものと見るのが正しい解釈であると思われる。

　次にAaron以外の悪人達を観察するのであるが，彼等はセネカ風のこの悲劇の筋を進展さ

せるための一一twの道具として働く操人形であつて，未だ未熟であつて，完全に生命のある人物

として活動していないのである。

　Tamoraの悪事の動機は色欲と復讐とであることはtextに明瞭である。　Titusの戦護し

た息子達の霊を鎮めるために彼女の長子のAlarbusを人身御供にされ（1．i．　97－103），その

復讐をTamoraは決意する（1．i．　132・一・141）。従つて彼女の残忍な悪事の最大動機は息子のた

めの復讐である。更にまたT田noraは好色の皇妃であつて，黒人であるムーア入のAaronを

情夫に持ち，彼と合同して悪事を働くのである。TamQraは表画をつくろう賢明さを持ち，皇

帝を意のままに操縦する術を弁え，常に善良さを装つて最後まで皇帝にAaronとの不蕊を感

付かせず，また表面親切さを表わし，塁帝にもTitusに親切らしく振舞わさせるが・Titus

の一族を亡ぼすように皇帝の心に毒を注ぎ込むのである（Ij．428－458）。また元来Tamora

は邪悪な性質を多分に持つてもおり，　Tamora　との情事のために皇帝　Saturninus　とP’

一マ帝国とを破滅させようと内心計つている（∬．i．20～24）。　彼女は虚普が異に巧みであり

（皿．iii・91～115），残忍を歓び，道徳性がなく，女らしさが全くない悪人である　（皿jii，173～

191）。また口と腹とは全く正反対である（［［［　．　iii．　304－”305）。自己の悪事をめで，自からの好鯉

を自惚れている悪人でもあるG▽．iv．　27－28）。Tamora　lよ要するにLuciusの譲，柴通り‘that，

ravenous　tiger’（V．　iiU95）であり，　tHer　life　was　beastly　and　devoid　of　pity．’（V．iii．

199）であつて，ローマに来てからの悪人でなく，ゴート人達の女ユ1であつたrl寺も悪人であつた

のである（V．i．16）。　Tamoraは復讐と色欲との動機から，その野獣的【ノL格によつて悪｝llを廼

ねていく型通りの悪入で，決して吾々の理解に1野しむ様な悪人ではない。Titusのために犠牲

にされた息子に対する復讐とか，ChironやDemetriusといつた悪党恩子に対する愛情とか

より，たとえAaron．との闇に生れた不義の赤ん坊を己の保身のためにAaronに殺させよう

としたとしても，やはり動物日肱一種の母性愛をもつ悪人と了解できるのである。

　皇妃の恩子達のChironとDemetriusとは動物的性欲に操られる人形の様な悪人である。

彼等の生活には色欲以外には伺もない。そのためには兄弟でありながら剣を抜いて闘う（IL

i．29～45）。彼等にはAaronやTamoraの様な攻干智はない。色欲中心に行動する道徳性に全

く欠けた残忍な馬鹿者の悪人である（1［II　，　i．　71～74）。そのためにAaronが悪事を楽しむための

手先となりTamoraの復9．1i！i遂行の道具とされ，　Bassianusを殺し，　Laviniaを凌辱して発覚

をふせぐために彼女の両手と舌とを切るといつた酷い悪事を歓んでやる悪人達であつて，性欲

さえ満たされるならば，善悪などは眼中にない（皿．i．133～135）。さながら交肥期のきた騒11獣で

あつて（N．i．96～98），色欲を満すために幾多の女達を凌辱することが彼等の人生の願一、1である

G▽．ii．41～42）。要するに彼等はAaronの琶鋳、通り，その色情の極II！・｝に強い性質は母親のTa－

moraから遺伝的に受け継ぎ，残虐ll週はAaronから教え込まれたのである（V．i．99～102）。

この様に道徳性に欠けた残忍で色欲のみに生きて悪ll：を働く悪入は，堺代の世の中にも吾々が

見ることができる型の悪人であるので，容易に了解のいく悪人である。

　鐘帝のSaturninusも悪人である。弟の墨子のBassianusおよびTitusと’二位紺承の立候

補者として争うのであるが，1目：ちに武力で決窪しようとする（1．i．2－－4；1．i．　203－・207）。彼は

粗暴で利己的で，畢位のために一切のことに限がくらんでいる権勢欲の旺盛な人陽1である。
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Titusの辞退と彼の推薦で皇帝になることができたが，恩人に恩義を感じたり，国家の功労者

を遇する道を知らない。　なるほどTitusに報いるとの理由でLaviniaを皇妃に決定するが

（工，i．238～240），これは美貌のLaviniaに対する色欲からであり，また皇帝たるの地位を利

用して弟のBassianusの恋人を奪う所有欲からであると思われる。ゴート女王の捕虜である

TamoraがTitusから献上されると直ちに彼女に心が動く好色漢でもある（lj．261－262）。

さらに虚栄の強い性格でもあつて，猜疑心や嫉妬の深い男でもあり，Titusが国民に人気のあ

るのを妬み，またTit・・の尽力で．皇帝になることができたと云われることを嫌い（エ・i・　299－一’

307；N．V．　s9・・－60），　Titusを邪魔物として取り除こうとした（1．i．　442・’－455）。彼は常に傲慢な

態度で振舞つていて，Luciusの言葉によれば‘proud　Saturnine’（皿・ii・297）である。しかし

実際には極めて勇気に乏しく，卑怯であつて，Titusの伴狂を見抜き（N・　iv・21～22），彼を死

刑にして白分がそれを執行してやる（N．iv．・56－60）と非常に威張つて怒嶋つているが，その最

中にTitu・の息子のL・・i・・がゴート人の大軍を率いて・一マ｝雌軍して来るとの　階を受

けると，全く滑稽な程に縮みあがつてしまう（N．iv．69・－77），要するに彼は権勢欲が極めて強

く，色欲旺盛で渓に傲慢で虚栄’心が強いが，其実小心卑1蛛悪人である・更にまた間抜けで

TamoraとAaronとの不義に感f寸かず，自からの行いの悪行であることにも気付かず，　Ta・

rnoraに自由に操られて悪事を重ねていく暗愚な皇帝の悪人である。この様な型の悪人も吾々

は政治家や実業家にしばしば発見できるので理解が出来るのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　Shakespeareの悲劇にはRomeo　and　Juli・etの様に星のめぐりあわせ即ち運勢という外的事

情から専ら惹起される赫llがある．しかしながら彼の大蕊1圓獄な人物が何か性1各上の欠

点などをもつていて，それが悪の力の乗ずるところとなつて悲劇を惹起しているのである。本

当の「カタルシス」を引きおこす深遠な悲劇は主として悪によつて手召来されている・世の中の

人々が総て善人であり常に蒋意のみを持つて行動するならば，－ll寺的な社会の混乱や個人の不

幸があつたとしても，最後には必ず秩序のある社会や幸福な個人の生活が出現して悲劇はあり

得ない。悪人が現われて，しかもそれが善人を装つて個人の生活や社会の安寧秩序を乱したり

破壊するから悲劇が生ずるのである。ところが実際には何れの社会にも必ず悪人がいる。エリ

ザベス朝の人々の考えに従えば社会や国家の縮図であるmicrbcosmである吾々の心の中に必

ず悪心が潜んでいるのと同様である。そういう社会の悪人や個人の心の中に潜む悪心を吾々が

賢明さを欠いて悪人なり悪心なりと認識できず，自由に鼠魑させることから悲劇が生じて来る。

そうした悪人や悪心の行う作用を人聞的な道義的な観点から観めるならばそれが悪（Evi1）と

いうことになる．しからばShake・p・a・eの考え誠は彼の【i寺看ゆ・脈では悪はどの様な1ブ部容

をもつたものであつたであろうか。この問題は簡単なものではないのでこの小論文の範囲を越

えた問題であるので，ここでは論じないことにする。

　さてこの悲劇に登場する悪人達は人間的な道義的な精神が極めて稀薄であつて，むしろ人開

以前の動物に近いのである。其故に彼等にとつては悪は悪でないのであつて，彼等の有機的な

機能であり，生命の多繍で励，一一一種の芸術的な歓びである・さき1・述べた様にAa「°nは

morality　playのviceの人間的肉f寸けの不完全な，いまだ生硬な所のある悪人であるのでそ

れは当然のことであるが，其他の悪人達も彼簿の悪心を相五作用によつてますます増長させて

悪事を璽ねていくのである。この劇に現われる悪人達はTitusやLaviniaの様な讐良な人々
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が性格上の欠点によつて自からが誤つた行動上の判断に乗じて彼等を悲劇に陥れ，世の秩序を

乱して悦びにひたるのである。この意味でも所謂‘crude　melodrarrユa’と称せられているこの

悲劇も，Shakespeareの他の偉大な悲劇の要素を多分に持ち，　Othello，　King　Lear，などへ

と生長していく繭芽を含むものと思われる。


